
 

２
０
０
４
年
度 

鏡
開
式
＆
新
年
会 

 

１
月
１１
日
（
日
）

９
時
半
よ
り
塩
竈

道
院
専
有
道
場
に

て
２
０
０
４
年
度

『
鏡
開
式
』
と
『
新

年
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

今
年

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
も
あ
り
例

年
よ
り
参
加
者
が

少
な
い
鏡
開
式
と

な
り
ま
し
た
が
、
一

般
拳
士
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
鏡

開
式
・
新
年
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 鏡

開
式
は
、
鎮
魂
行
か
ら
始
ま
り
、
道
院
長
の

年
頭
挨
拶
、
そ
し
て
来
賓
の
挨
拶
を
頂
き
道
院
の

役
職
の
任
命
、
年
間
行
事
の
発
表
を
行
い
、
奉
納

演
武
を
行
い
ま
し
た
。 

拳
士
の
皆
さ
ん
、
年
少
拳
士
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
鏡
開
式
お
疲
れ
さ
ん
で
し
た
。 

特
に
塩
竈
と

七
ヶ
浜
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆

さ
ん
と
道
院
支
部
の
ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
を
き

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
年
会
に
於
い

て
は
拳
士
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

鏡
開
式
で
の
道
院
長
年
頭
挨
拶
要
旨 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
宮
城
県
が
会
場
で
の
『
全
国
大
会
』
と

第
１０
回
目
の
『合
同
発
表
会
』と
大
き
な
行
事
を

皆
さ
ん
の
協
力
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

大
き
な
行
事
も
無
い
今
年
は
道
院
の
活
動

を
見
直
し
、
充
実
を
図
る
年
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
の
道
院
支
部
の
活
動
目
標
で
す
が
、
以
下

の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。 

大
き
な
動
目
標

は
、
こ
こ
数

年
変
わ
り

ま

せ

ん

。 

『
他
に
誇

れ
る
道
院

支
部
を
造

ろ
う
』
が
目

標
で
す
が
、

具
体
的
な

本
年
の
目

標
は
、
次
の

３
点

を
考

え

て
い
ま

す
。 

① 

指
導
体
系
の
確
立 

助
士
助
教
会
を
活
用
と
年
少
部
の
指
導
者
育

成
を
図
り
、
特
に
高
齢
者
の
指
導
体
系
を
確
立

し
高
齢
者
社
会
の

一
翼
を
担
う
団

体
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

② 

独
自
の
道
院

支
部
活
動
の

継
続 

通
常
の
稽
古
の

他
「鏡
開
式
」か
ら

は
じ
ま
っ
て
「
合
同

発
表
会
」
、
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
」
、
「
夏
期
花
山
合
宿
」
、

「清
掃
奉
仕
」、
「
護
身
術
教
室
開
講
」等
、
そ
し
て

部
内
の
活
動
と
し
て
「
特
別
稽
古
」
、
「
外
部
講
師

に
よ
る
研
修
会
」
、
「
助
士
助
教
会
」
等
の
活
動
を

継
続
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た

活
動
は
、
少
林
寺
拳
法
の
基
本
的
な
考
え
方
【
半

ば
は
我
が
身
の
た
め
に
、
半
ば
は
他
人
の
た
め
に
】

を
身
に
つ
け
る
う
え
で
必
要
な
こ
と
で
あ
る
考
え

て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
自
己
確
立
（
き
ち
ん
と
し
た

自
分
を
造
る
）・
自
他
共
楽
（自
分
だ
け
で
な
く
他

人
の
こ
と
も
考
え
る
）
を
実
践
す
る
う
え
で
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。 

し
か
し
、
い
ず

れ
も
毎
年
継
続
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
効
率
化
（
軽
減
化
）

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

③ 

拳
士
増
加
（
仲
間
を
増
や
す
） 

私
た
ち
は
、
自
分
を
変
革
（
自
己
確
立
）
し
世
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の
中
に
貢
献
（
自
他
共
楽
）
し
よ
う
と
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
仲
間
は
少
し
で
も
多
い
方

が
良
い
わ
け
で
す
。 

道
院
支
部
の
活
動
に

際
し
て
は
、
少
し
で
も
賛
同
者
が
多
い
方
が

良
い
わ
け
で
す
。 

今
年
は
、
皆
さ
ん
全
拳

士
が
一
人
仲
間
を
増
や
す
努
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

特
に
女
性
や
高
齢
者
の
拳
士
を

少
し
で
も
増
や
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

特
に
、
日
中
の
稽
古
の
拳
士
数
を
重
点
的
に

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

以
上
が
今
年
の
具
体
的
な
方
針
で
す
。 

明
る
く
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

拳
士
の
皆
さ
ん
、
年
少
拳
士
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
年
は
全
拳
士
一
人
一
人
が
少
林
寺
拳
法

（
我
が
道
院
）
で
何
を
し
て
も
ら
う
の
か
で
は
な
く
、

何
が
で
き
る
の
か
を
模
索
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

一
人
で
皆
を
支
え
る
の
は
大
変
で

す
が
、
皆
さ

ん
一
人
一
人

が
支
え
合
う

こ
と
は
無
理

な
こ
と
で
は

な
い
と
思
い

ま
す
。 

拳

士

一

人

一

人
が
無
理
な

く
マ
イ
ペ
ー
ス

で
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
て

進
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 

幹
部
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
佐
藤
繁
行 

七
ヶ
浜
支
部 

助
教 

正
拳
士
四
段
・
１
９
９
４
年
４
月
入

門
・
住
所
は
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
・
一
般

拳
士
の
少
な
い
七
ヶ
浜
支
部
で
貴
重

な
助
教
で
す
。 

 

拳
士
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
千
葉
明
日
香
（あ
す
か
） 

拳
士 

２
０
０
４
年
１
月
塩
竈
道
院
に
入

門
・
住
所
は
塩
竈
市
長
沢
町
・
資
格

は
入
門
し
た
ば
か
り
な
の
で
見
習

い
・
道
場
か
ら
歩
い
て
５
分
位
と
現
在
道
場
に
一

番
近
い
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。
蹴
り
が
凄
く
上
手

な
拳
士
で
す
。 

◎
民
部
田
（み
べ
た
）典
子 

拳
士 

２
０
０
４
年
１
月
に
塩
竈
道
院
に
入

門
・
住
所
は
多
賀
城
市
・
資
格
は
見

習
い
・
突
き
が
上
手
な
拳
士
で
す
。

昨
年
１１
月
に
入
門
し
た｢

千
葉
美

和
さ
ん｣

、｢

千
葉
明
日
香
さ
ん｣

と

共
に
若
い
女
性
拳
士
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
。 

◎
岩
本
梓 

拳
士 

２
０
０
４
年
１
月
七
ヶ
浜
支
部
に
入

門
・
住
所
は
七
ヶ
浜
町
湊
浜
・
資
格

は
見
習
い
・
七
ヶ
浜
町
立
松
ヶ
浜
小

学
校
の
３
年
生
で
す
。
も
の
す
ご
く

覚
え
の
早
い
拳
士
で
す
。 

◎
岩
本
理
那
（り
な
）拳
士 

２
０
０
４
年
１
月 

七
ヶ
浜
支
部
に
入
門
・
住
所
は

七
ヶ
浜
町
湊
浜
・
資
格
は
見
習
い
・
ま

だ
３
才
で
す
が
、
元
気
で
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
岩
本
梓
ち
ゃ
ん
の
妹
で

す
。
元
気
に
道
場
を
駆
け
回
っ
て
い

ま
す
よ
。
皆
さ
ん
可
愛
が
っ
て
ね
。 

＜今後の主な予定＞ 

◎ 合同練習（昇段試験） ２月２２日（日）午前９時より 青葉体育館  

◎ 助士助教会 ２月２９日（日） 午後１時より 塩竈道院専有道場 研修室 

◎ 清掃奉仕 塩竈第二小学校 体育館清掃＆ワックス掛け ３月２日（火） 午後６時半より 

◎ 宮城武専（本部派遣講師による研修） ３月７日（日）午前９時より 青葉体育館 

◎ 審判講習会 ３月２８日（日）午前９時より 青葉体育館 正拳士四段以上の拳士全員 

新年会での一コマ 

新年会の二次会で 


